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「番
く歌
」注

博手口

u * 
ま下

平 Tこ巻
E 昇 37
f殿/
ァせ右
71'ぬ 1

時行
の目
事/
蹴品112
別番
歌
注

堤

大賞

を下
「み巻
曾は 38
」節//

合合1，乞
「日I5 
を也行
云節目
」曾/

の 1148
1交番
に詞
あ書
た注
り
た。

交官

の下
左祭巻
にの 39
見寸;1/
せ刈右
消し 2
ちゃ行
う目
也/
1149 
番
歌
注

大
下
巻
39 
/ 
左
7 
行
目

/ 
1163 
番
歌
注

交
此
石
を
恥
山
小
ふ
市
仇
い
ら
せ
て

二
文
字
の
問
に
補
入
記
号
、

右
に

「

」

「テ}」
「
て
ふ
」

な"*
物下
二に巻
文て 40
字有/
の手口l左
間 1::1:14 

補 llil~
A. / 
言己 1165 
号番
歌
右注

「に」

な女

松下
左刈巻
に )140 
見へ 4 ノ

せの左
消か 5
ちよ行
無へ目
しる/
、枝1I66
右を番
にと歌

「え
から

て

交官骨

此下
濁慈巻
点、筆 43
手干に
りて右
は 5

1j z 
か//

ら1200
す番
か歌
き注
た
る
は

吹

か下
ーら巻
行巻 43

" フ二f 寸，-
空九左
白巻 8
無頭行
し目
か
ら
44 
/ 

右

イT

E 

か
け
て

/ 
巻
十
八

巻

末

大賞

山下

「の巻
と A、44
〉も/

はしi右
」しI8 

t LiZ 

A lijム
」我番

あ歌
た注

の
'L、
l:i1 

大

下
巻
44 
/ 
/ 

左
1 
行
自

/ 
1218 
番
歌
注



セ
我
「あ
よ Tこ
」り

虫に
ょ
損せ
Tた
~ Q 

fよ!
コと
L二主主

阿波国文庫旧蔵・徳島県立図書館蔵『拾遺集私抄』翻刻補選

大宵

ね下
左ぬ巻
にな 44
見は/
せ〉左
消根 4
つ否l行
ナサl目
;日也/
ヒ 1221
奪番
歌
注

合
間
下
巻
必
/
右
3
行
目
/
お
番
詞
書
注

大
一
賀
茂
の
臨
時
の
使
に
た
ち
で
あ
し
た
に
丘
ハ
壮
筒

注
の
冒
頭
の
二
字
が
、
詞
室
田
本
文
の
行
に
、
認
書
本
文
か
ら
一
字

空
け
て
書
か
れ
て
い
る
〔
こ
の
二
字
は
次
行
の
冒
頭
に
あ
る
べ
き
〕

台北

上斗下

回開宮
古帽!/ 

くを千
主イト汁
iき日
我/
身1257
そ合
歌

女
下
巻
将
/
左

6
か
ら

7
行
宮
に
か
け
て
/
巻
十
九
巻
末
か
ら
巻
二
十

巻
頭一
行
分
空
白
無
し
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会合

花下
左を巻
にも 49
見ひ/
せと右
消し 8

t:; lil ~ 
右も/
にて 1278
「は番
おや歌
」さ注

合れ

「?を」

カ女
人下
「な巻
しし 50
~ '> / 

合は右

「ノ̂'1 
く lこ行
」な自

11/ 
ν11294 
し番
也歌
注

古女

云下
「こ巻
しと 50
」は/

官な右
「し 3
く人行
」に呂

な/

しド294
1番
し歌
と注

ふ

大合
久下
凶|き巻
摘 Iせ150 
f年/
「ふ左
かれ 1
」 と行二

も目
し、/

I rhll296 
問、l番
長!歌
臨l注
な
る
人
か

セセ
た下
虫え巻
損す 52
有ね//

りを左
{卸 1
な行
き目
あ/

らド323
1番
ふ歌
す注
匂

* '* た下
目る巻
跡 54
tの/
「色左
也そ 8
」と行

云白
り/
ま1345
て番
出!歌
山~I 注

* "* 虞下
「如巻
不は 55
」で1/
f 小i.左
「饗 5
ふの行
」道思

理/
也 1348
番
歌
注
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大前

あ下
「り巻
まカミ 57
」た/

合き右
「を 2
かし千子
」れし目

ましお
し番
と歌
也注

翻
刻
補
遺
党
番

f専

本
翻
刻
補
選
は
阿
波
木
本
文
を
客
観
的
に
正
確
に
読
み
と
る
こ
と
を

目
指
し
た
も
の
だ
が
、
こ
れ
を
作
り
終
え
て
、
阿
波
本
の
書
写
あ
る
い

は
本
書
の
伝
来
過
程
の
解
明
に
少
し
で
も
関
与
し
て
く
る
の
で
は
な
い

か
と
思
え
る
点
を
覚
書
と
し
て
記
し
て
お
く
。
阿
波
本
に
至
る
ま
で
の

書
写
伝
来
過
程
を
明
確
に
類
推
で
き
る
有
力
な
内
部
徴
誌
と
は
言
え
な

い
の
だ
が
、
今
後
の
検
討
の
材
料
と
し
た
い
。

ま
ず
、
世
上
巻
日
/
左

2
行
目
と

3
行
目
の
間
に
一
行
分
空
白
が
あ

る
の
は
注
意
さ
れ
る
。

2
行
目
に
は
叫
ん
番
歌
、

3
行
間
同
に
は
別
委
歌
が

書
か
れ
て
い
る
の
で
、
一
川
市
杏
歌
は
本
文
の
み
あ
っ
て
注
が
欠
落
し
て
い

る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
空
白
は
、
そ
の
欠
落
が
親
本
段
階
で
既
に
あ
っ

た
こ
と
を
示
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
言
え
る
の
は
こ

こ
ま
で
で
、
こ
の
欠
落
が
親
本
以
前
の
ど
の
段
階
で
生
じ
た
の
か
、
な

ぜ
生
じ
た
の
か
は
、
杏
と
し
て
知
れ
な
い
。

一
行
分
空
白
と
言
え
ば
も
う
一
箇
所
、
前
上
巻
必
/
左

6
行
自
と

7

行
目
の
簡
に
も
注
意
を
要
す
る
空
白
が
あ
る
。

6
行
自
は
叩
番
の
旋
頭

歌
の
注
で
あ
り
、

7
行
目
は
「
一
ち
は
や
ふ
る
我
お
ほ
き
み
の
」
と

い
う
よ
う
に
別
番
の
長
歌
の
一
部
が
引
か
れ
て
お
り
、
そ
の
次
行
即
ち

吹
上
巻
幻
一
/
/
右
1
行
自
か
ら
は
問
歌
の
注
に
な
っ
て
い
る
。
長
歌
は
こ

平日j是

の
抑
番
歌
と
、
刑
番
歌
を
と
ば
し
て

m
i
m番
歌
の
計
四
首
が
取
り
上

A

;

(

1

0

)

d

-

A

・

4;

げ
ら
れ
て
い
る
の
だ
が
、
す
べ
て
「
一

j

j
」
と
い
う
形
で
歌
匂

の
一
部
(
叩

1
m
番
歌
は
玉
音
の
一
旬
の
み
)
だ
け
が
引
か
れ
て
い
る
。

こ
の
「
一
・
・
」
と
い
う
引
用
の
形
は
、
他
で
は
詞
蕎
。
作
者
名
か

ら
引
用
す
る
際
に
用
い
ら
れ
て
(
「
一
」
を
欠
脱
し
て
い
る
場
合
も
若

干
あ
る
)
お
り
、
八
月
つ
挙
げ
た
四
箇
所
に
限
っ
て
、
長
歌
の
一
句
乃
至
二

匂
を
引
く
の
に
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
ん
な
こ
と
も
考
慮
に

入
れ
て
こ
こ
に
空
白
が
あ
る
意
味
を
考
え
る
と
、
こ
こ
か
ら
長
歌
の
注

に
入
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
も
の
だ
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
よ
っ
て
、
こ

こ
の
空
白
は
、
親
本
の
欠
落
を
意
味
し
た
り
す
る
も
の
で
は
な
い
の
で

あ
る
。次
に
詞
書
か
ら
の
引
用
と
な
う
て
い
る
ご
・
・
」
の
形
の
部
分

で
、
反
対
に
空
白
が
な
い
の
で
気
に
な
る
所
を
見
て
み
よ
う
c

常
上
巻
6
/
/
右
8
行
田
か
ら
同
左

1
行
自
に
か
り
て
は
、
次
の
よ
う

に
な
っ
て
い
て
、
左

1
行
目
が
右
8
行
田
に
対
す
る
注
ゃ
あ
る
こ
と
を

一
ボ
す
形
を
と
っ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
同
左

2
行
自
か
ら
は
、
目
別
番
歌

引
用
と
そ
の
注
が
続
い
て
い
る
。

一

権

中

納

言

義

懐

よ

し

ち

か

(

右

8
行
白
)

き
た
の
宮
の
も
、
ふ
さ
の
扉
風
土
江

1
行
口
問
)

し
か
し
、
右
8
行
自
の
「
権
中
納
言
義
懐
」
は
日
番
詞
書
の
一
部
で
あ

り
、
そ
の
注
は
下
の
「
よ
し
ち
か
」
で
完
結
し
て
い
る
。
人
各
に
つ
い

て
は
、
こ
の
よ
う
に
引
用
と
同
じ
行
に
読
み
の
み
を
示
す
例
が
他
に
も

幾
つ
も
あ
る
の
で
あ
る
。
で
は
左

1
行
目
は
何
か
と
4

一
酉
う
と
、
こ
れ
は

む
番
詞
書
の
一
部
で
あ
り
、
こ
の
行
は
本
来
二
き
た
の
富
の
も
き
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の
扉
風
」
と
あ
っ
て
、
次
行
に
そ
の
注
が
あ
っ
た
筈
な
の
が
、
二
」

と
と
も
に
注
を
欠
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
形
に
な
っ
て
い

っ
た
経
緯
を
、
左

2
行
田
と
左

3
行
自
の
問
に
一
行
分
空
白
が
な
い
こ

と
も
加
味
し
て
想
定
す
る
と
、
最
初
に
む
番
詞
書
注
が
書
き
漏
ら
さ
れ
、

次
に
そ
れ
に
伴
っ
て
、
あ
る
い
は
字
の
擦
れ
も
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な

い
、
二
」
が
蓄
さ
、
漏
ら
さ
れ
、
「
き
た
の
宮
-
-
」
が
「
権
中
納
言

義
懐
」
に
対
す
る
注
と
誤
解
さ
れ
て
、
あ
た
か
も
注
の
よ
う
に
三
字
程

下
げ
て
書
写
さ
れ
た
と
い
う
よ
う
な
段
階
を
経
た
も
の
と
考
え
ら
れ
よ

う
(
こ
の
よ
う
な
段
階
を
踏
む
う
ち
に
、
「
き
」
↓
「
』
さ
ー
一
の
誤
写

も
生
じ
た
か
)
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
親
本
の
段
階
で
完
備
し
て
い
た
の

が
、
阿
波
本
が
書
写
さ
れ
る
時
に
現
在
の
形
に
い
き
な
り
変
わ
っ
た
と

は
考
え
に
く
か
ろ
う
。

さ
ら
に
、
常
上
巻
羽
/
右
3
行
目
。

4
行
目
は
、

一
健
守
法
師

一
偽
名
の
〉
ぶ
し
に
て

(
1
1
)
 

と
な
っ
て
い
る
が
、
共
に
別
番
詞
書
の
一
部
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
続
く
5

0

6
行
自
に
は
仏
名
の
野
伏
の
説
明
が
あ
る
だ
け

で
、
「
健
守
法
師
」
の
説
明
を
欠
く
。

mm
番
歌
注
の
例
に
照
ら
せ
ば
、

こ
こ
の

3
包

4
行
自
の
聞
に
も
一
行
分
空
白
が
あ
っ
て
も
よ
さ
そ
う
で

あ
る
。
し
か
し
こ
れ
は
、
も
と
も
と
は
恐
ら
く
「
健
守
法
師
」
の
下
の

部
分
に
そ
の
読
み
方
が
記
さ
れ
て
い
た
の
が
落
ち
た
の
で
あ
ろ
う
。
つ

ま
り
、
先
に
示
し
た
中
向
上
巻
6

/
右
8
行
自
と
同
じ
形
式
だ
っ
た
の
で

あ
ろ
う
。
こ
の
欠
脱
も
、
い
つ
の
段
階
で
起
こ
っ
た
の
か
は
や
は
り
分

か
ら
な
い
。
阿
波
本
書
写
者
の
書
き
漏
ら
し
で
あ
る
可
能
性
も
充
分
に
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あ
ろ
う
。

お
わ
り
に

縁
が
あ
っ
て
『
拾
遺
集
私
抄
』
の
研
究
を
始
め
た
。
そ
の
手
始
め
と

し
て
阿
波
本
に
あ
た
っ
て
本
文
を
確
か
め
、
佐
藤
翻
刻
の
補
遺
を
作
成

し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
佐
藤
翻
刻
が
あ
り
、
か
っ
、
ウ
ェ
ブ
上
で
全
帖

の
写
真
、
が
見
ら
れ
る
の
で
、
か
え
っ
て
誤
り
が
含
ま
れ
て
い
る
か
も
し

れ
な
い
本
翻
刻
補
遺
を
公
に
す
る
ま
で
も
な
い
か
と
は
思
っ
た
が
、
佐

藤
氏
以
外
に
は
本
書
に
対
寸
る
本
絡
的
研
究
が
皆
無
で
あ
る
現
況
を
緩

み
、
本
書
の
存
在
が
学
界
に
再
認
識
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
、
敢
え
て

出
し
た
も
の
で
あ
る
。
ご
叱
正
を
切
に
願
う
次
第
で
あ
る
。

さ
て
、
佐
藤
氏
の
研
究
は
精
徽
を
極
め
た
も
の
と
言
っ
て
よ
く
¥
繍

考
や
成
立
時
期
な
ど
に
関
し
て
も
説
得
力
の
あ
る
推
論
が
展
開
さ
れ
て

い
る
。
が
、
い
ず
れ
も
ま
だ
確
定
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
は
い
っ
て
い
な

い
。
そ
ん
な
中
、
当
面
の
目
標
は
、
成
立
時
期
を
明
ら
か
に
す
る
と
こ

ろ
に
置
く
の
が
順
序
で
あ
ろ
う
。
佐
藤
氏
は
中
世
を
主
張
す
る
が
、
『
和

歌
大
辞
典
』
は
項
目
立
て
の
下
に
〔
江
戸
期
注
釈
蓄
〕
と
し
て
い
て
、

字
数
の
制
約
の
た
め
も
あ
ろ
う
、
本
ー
文
で
も
根
拠
は
示
し
て
い
な
い
。

実
は
私
も
江
戸
期
の
可
能
性
を
捨
て
き
れ
な
い
と
考
え
て
お
り
、
今
後

考
察
を
進
め
て
い
き
た
い
。

成
立
時
期
の
次
に
は
編
者
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
佐
藤
氏
は
、
『
拾

遺
和
歌
集
』
か
ら
本
書
に
採
歌
さ
れ
た
歌
の
傾
向
を
見
、
勅
撰
和
歌
集

の
中
核
を
占
め
る
四
季
P

歌
・
十
俗
歌
よ
り
も
神
楽
歌
を
は
じ
め
と
す
る
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「
雑
歌
的
な
性
格
の
歌
を
多
く
採
取
し
て
い
る
」
点
に
着
目
、
加
え
て

「
「
釈
教
歌
」
的
性
格
の
歌
」
の
採
歌
も
目
立
つ
こ
と
、
あ
る
い
は
注

(
2
)
で
も
言
及
し
た
特
徴
な
ど
も
加
味
し
、
「
作
者
は
恐
ら
く
宗
教

方
面
の
仕
事
に
た
ず
さ
わ
る
神
官
か
僧
侶
か
、
あ
る
い
は
そ
う
し
た
こ

と
に
多
大
の
関
心
を
持
つ
者
で
あ
ろ
う
と
息
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
」
と

推
測
し
て
い
る
。
も
う
少
し
具
体
的
に
は
、
兼
好
と
性
質
を
共
有
す
る

よ
う
な
「
二
条
派
の
穏
選
歌
人
」
圃
「
歌
学
僧
」
を
編
者
に
比
定
し
て

い
る
。
太
ー
蓄
の
研
究
は
、
も
う
一
人
の
兼
好
の
発
掘
に
繋
が
る
か
も
し

れ
な
い
の
で
あ
る
。

成
立
時
期
・
作
者
の
究
明
の
た
め
に
は
、
「
翻
刻
補
選
」
で
も
少
し

触
れ
た
本
書
の
伝
来
過
程
の
究
明
も
同
時
に
進
め
な
く
て
は
な
る
ま

い
。
本
書
に
対
す
る
唯
一
の
本
格
的
研
究
で
あ
る
佐
藤
氏
の
研
究
成
果

を
多
く
紹
介
し
て
き
た
が
、
佐
藤
氏
の
研
究
は
、
本
書
の
成
立
か
ら
阿

波
本
に
至
る
ま
で
、
増
補
や
抄
出
が
な
さ
れ
な
っ
た
こ
と
を
前
提
と
し

て
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
実
は
そ
も
そ
も
そ
の
点
が
気
が
か
り
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
注
釈
蓄
の
場
合
に
、
こ
の
前
提
に
最
初
か
ら
立
っ
て
果
た

し
て
よ
い
も
の
か
。
勿
論
、
孤
本
で
外
部
徴
証
を
見
い
だ
せ
な
い
本
書

の
場
合
、
内
部
徴
証
か
ら
増
棟
。
抄
出
の
有
無
を
見
極
め
る
の
は
不
可

能
に
近
い
と
も
言
え
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
だ
け
に
多
く
の
人
が
研

究
に
参
画
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
の
で
あ
る
。

1専河

μ
手
小
e

堤

古田〕
(
1
)

「
拾
遺
集
私
抄
に
つ
い
て
」
(
『
冒
一
一
語
と
国
文
学
』
第
幻
巻
第
3

nv 

口
方
・
明
一
年
3
月
)
。
後
、
『
中
世
文
学
未
刊
資
料
の
研
究
』
(
ひ
た

ウ
ム

く
審
一
房
・
錦
年
2
月
)
「
第
二
部
研
究
置
解
説
篇
第
一
章

拾
遺
集
私
抄
に
つ
い
て
」
に
吸
収
。
以
下
、
佐
藤
氏
の
説
に
言
及

す
る
場
合
は
.
す
べ
て
悶
著
に
よ
る
。

(
2
〉
佐
藤
氏
が
指
摘
す
る
本
書
の
内
容
の
特
徴
の
一
部
を
挙
げ
て
お

く
。
佐
藤
氏
は
、
本
書
の
注
釈
内
容
が
「
翠
易
を
旨
と
し
て
」
、

「
啓
蒙
的
」
「
常
識
的
」
で
あ
る
こ
と
を
繰
り
返
し
指
摘
す
る
。

そ
ん
な
中
で
、
「
恋
歌
の
部
の
注
釈
は
、
(
中
略
)
他
の
部
類
の

歌
に
比
較
す
る
と
比
較
的
に
長
い
も
の
が
多
く
み
ら
れ
」
、
か
っ

「
恋
愛
心
理
の
分
析
を
試
み
て
い
る
説
明
ま
で
み
ら
れ
て
面
白
い
」

と
言
っ
て
い
る
。
そ
の
他
、
「
非
科
学
的
な
神
が
か
り
的
な
一
一
言
葉

を
は
っ
き
り
と
否
定
し
、
冷
静
に
注
釈
を
施
し
て
い
る
」
と
か
、

本
警
の
興
味
深
い
特
徴
を
佐
藤
氏
は
多
く
指
摘
し
て
い
る
の
で
あ

る。

(
3
〉
そ
の
前
に
阿
波
本
の
書
誌
を
確
認
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
が
、
基
本
的
書
誌
に
つ
い
て
も
、
佐
藤
氏
が
詳
細
に
紹
介
し
て

い
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。
た
だ
、
私
が
阿
波
本
を
実
見
し
て
、

佐
藤
氏
の
報
告
に
付
け
加
え
て
お
く
べ
、
さ
と
気
づ
い
た
点
と
し
て

次
の
三
点
が
あ
る
。
即
ち
、
上
巻
表
紙
右
上
に
判
読
で
き
な
い
一

文
字
乃
至
は
二
文
字
(
朱
)
が
書
か
れ
て
お
り
、
題
第
下
に
「
共

一
一
」
(
朱
)
と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
、
一
I
巻
の
題
材
然
は
後
の
も
の

で
あ
る
こ
と
、
下
巻
の
裏
表
紙
は
剥
が
れ
て
存
在
し
な
い
こ
と
で

あ
る
。

(
4
)
注
(
1
)
蕃
の
「
第
一
部
本
文
翻
刻
篇
」
に
、
他
五
作
品
の

翻
刻
と
と
も
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
参
考
ま
で
に
他
五
作
品
を
挙
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げ
て
お
く
。

家
長
日
記
(
阿
波
国
文
庫
旧
蔵
徳
島
県
立
図
書
館
蔵
)

土
御
門
内
相
通
親
郷
記
(
阿
波
国
文
庫
旧
縁
徳
島
県
立
図
書
館
蔵
)

遠
嶋
百
首
(
森
敬
介
旧
蔵
徳
島
県
立
図
書
館
蔵
)

下
冷
泉
為
豊
七
十
五
番
恋
歌
合
(
阿
波
国
文
庫
旧
餓
佐
藤
高
明
刊
紙
)

文
亀
三
年
品
川
六
番
歌
合
(
阿
波
国
文
庫
回
議
徳
島
県
立
図
書
館
蔵
)

(
5
)
徳
島
県
立
図
書
舘
の
ホ

i
ム
ベ

i
ジ
に
入
り
、
「
一
所
蔵
資
料
紹

介
」
↓
「
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
阿
波
国
文
庫
(
部
分
公
開
ご

↓
「
拾
遺
集
私
抄
」
へ
と
進
む
。

一
回
同
門
官
。
¥
不
当
老
若

Z
F
S々
吉
田
内
5
F
E同
国
出
品

m
E」
同
丈
島
田
加
国
内
田
一
¥
同
国
由
同
戸
甲
山
王
}
¥
由
耳
目
仏
間
性
同
曲
一
町

一て
C
E
N目
官
官
官

(
6
)
注

(
3
)

で
触
れ
た
上
巻
表
紙
の
朱
の
文
字
も
ウ
エ
ブ
上
の
写

真
で
は
見
え
な
い
。
本
文
中
で
も
、
例
え
ば
、
品
開
下
巻
却
/
右
2

行
自
の
「
や
り
」
の
右
に
あ
る
「
と
」
(
朱
)
は
ウ
ェ
プ
上
の
写

真
で
は
見
え
な
い
と
思
う
。
ち
な
み
に
、
徳
島
県
立
図
書
舘
で
写

真
の
現
物
が
開
閲
覧
で
き
る
が
、
そ
れ
で
は
こ
れ
ら
の
文
字
が
、
う

っ
す
ら
と
で
は
あ
る
が
、
確
認
で
き
る
。

(
7
)

佐
藤
翻
刻
の
私
意
に
よ
る
濁
点
が
問
題
を
抱
え
る
箇
所
の
一
例

を
、
誤
読
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
文
字
も
含
ま
れ
て
い
る
所
か
ら
一

笛
所
挙
げ
て
お
く
。

中
間
上
巻
m
w
/
左
5
行
自
/
四
番
歌
注

ム
H

我
ヲ
」

L
乙
は
〉
我
な
ト
」
た
で
は
也

ご
」
と
」

A
U

「と」

「
と
」
の
左
に
見
せ
消
ち
(
朱
)
、
右
に
「
そ
」
(
朱
、
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濁
点
銀
山
し
)

こ
こ
を
佐
藤
翻
刻
は
、
見
せ
消
ち
・
傍
記
に
従
い
、
か
っ
、
私
意

に
濁
点
を
付
し
て
「
我
と
は
、
豆
、
我
な
ぞ
た
て
ば
也
」
と
す
る
(
二

七
頁
口
行
自
)
。
「
我
問
は
ば
、
我
謎
立
て
ば
也
」
と
と
る
(
実

質
的
に
は
、
動
詞
「
間
ふ
」
リ
動
詞
「
謎
立
つ
」
の
指
摘
)
の
で
わ
が

あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
こ
は
交
の
下
に
示
し
た
返
り
で
、
即
ち
「
「
我

-

》

わ

が

こ
と
は
」
(
四
番
歌
の
初
旬
)
は
、
「
我
謎
立
て
は
」
也
」
の
意

(
実
質
的
に
は
、
名
詞
「
こ
と
」
日
名
詞
「
謎
立
て
」
の
指
摘
)

で
あ
ろ
う
。
文
字
の
読
み
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
「
b

」
や
「
山
由
」

の
上
の
「
は
」
に
濁
点
を
付
し
て
解
す
る
の
も
誤
り
だ
と
思
う
。

(
8
)

こ
こ
か
ら
朱
が
な
く
な
る
理
由
は
勿
論
分
か
ら
な
い
。
こ
こ
よ

り
後
、
品
開
下
巻
お
/
左

7
行
自
に
朱
の
汚
れ
が
あ
る
の
も
気
に
な

る
。
反
対
に
こ
こ
よ
り
前
で
墨
の
書
き
込
み
が
あ
る
所
と
し
て
は
、

世
上
巻
泌
/
左

8
一
行
自
の
「
忠
」
に
付
さ
れ
た
片
仮
名
の
読
み
仮

名
が
あ
る
。
こ
の
字
の
友
に
は
朱
で
鍵
型
の
印
と
「
志
」
の
傍
記

も
あ
り
、
と
も
ど
も
異
質
で
あ
る
。

(
9
)
他
の
空
白
行
は
、
あ
る
巻
か
ら
次
の
巻
へ
と
移
る
巻
の
切
れ
目

に
あ
る
。
た
だ
、
す
べ
て
の
巻
の
切
れ
目
に
空
白
が
あ
る
わ
け
で

は
な
い
が
、
そ
の
場
合
は
指
摘
し
て
お
い
た
。

/む

(

M

W

)

佐
藤
氏
も
『
和
歌
大
辞
典
』
(
明
治
書
院
・
川
均
年

3
月
。
『
拾

遺
集
私
抄
』
は
武
井
和
人
氏
の
担
当
)
も
、
本
蓄
が
『
拾
遺
和
歌

集
』
か
ら
抄
出
し
た
歎
数
を
三
百
六
十
八
苦
と
す
る
が
、
こ
れ
は

歌
句
今
一
体
が
引
用
さ
れ
た
短
歌
・
旋
頭
歌
。
短
連
歌
を
併
せ
た
数

で
あ
り
、
長
歌
四
首
は
数
え
ら
れ
て
い
な
い
。
な
お
、
佐
藤
氏
は
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「
『
拾
遺
集
私
抄
』
で
は
、

が
、
誤
り
。

(
日
)
こ
れ
と
同
様
、
一
首
の
読
書
か
ら
二
箆
一
所
引
い
て
い
る
所
と
し

て
、
大
上
巻
付
/
/
'
右
3
行
自
「
一
大
隅
さ
く
ら
し
ま
の
忠
信
」
、

同
8
行
自
二
め
し
か
ん
か
へ
ん
と
し
侍
け
る
と
き
」
が
あ
り
、

共
に
矧
番
詞
蓄
の
一
部
で
あ
る
。
こ
こ
の
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に

対
す
る
注
が
直
後
に
備
わ
っ
て
い
る
。

(
口
)
注
(
日
)
参
照
。

(
日
)
阿
波
本
を
見
る
限
り
増
補
・
抄
出
の
痕
跡
は
な
い
と
言
っ
て
も

ょ
い
と
思
う
が
、
増
補
。
抄
出
の
痕
跡
が
な
い
こ
と
が
楢
補
。
痕

跡
の
な
い
こ
と
に
直
ち
に
繋
が
る
わ
け
で
は
な
い
の
は
言
う
ま
で

も
な
い
。

長
歌
は
採
歌
し
て
い
な
い
」

と
広コ

フ

平日堤

門
付
記
〕
阿
波
本
の
閲
覧
並
び
に
翻
刻
を
許
可
下
さ
っ
た
徳
島
県
立
図

書
館
に
は
深
く
感
謝
し
ま
す
。


